
⽇本の気候変動対策と⻑崎

NPO法⼈気候ネットワーク 宮後 裕充



気候変動対策︓「緩和」と「適応」
• 気候変動対策は通常「緩和」と「適応」の２つに⼤きく分けて
考える。
• 「緩和」とは、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を抑制し

たり、⼤気中の温室効果ガスを減らすことで気候変動を防⽌するため
の取組をいう。
• 「適応」とは、既に現れている、あるいは、中⻑期的に避けられない

気候変動の影響に対して、⾃然や⼈間社会の在り⽅を調整し、被害を
最⼩限に⾷い⽌めたり、逆に気候の変化を利⽤するための取組をいう。

• 今回の発表は「緩和」について取り上げる。



緩和の取り組みの例
• 緩和策
• 省エネルギー
• 再⽣可能エネルギー
• 森林吸収源
• 環境教育
等々あるが…

• ⽇本の場合はエネルギー転換部⾨、特に⽯炭⽕⼒発電所からの
⼆酸化炭素排出を減らすことが重要。



なぜ⽯炭⽕⼒発電所のCO₂排出が重要︖
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⽇本のCO₂排出量の約1/4が⽯
炭⽕⼒発電所からのもの。



他の化⽯燃料による発電と⽐較すると︖

発電量あたりでは最新型の⽯炭⽕⼒
発電でも⾼効率のLNGによる発電の
約２倍のCO₂を排出する。



⽇本の⽯炭⽕⼒発電所 CO2排出ランキング

# 発電所名（事業者名）
直接排出量
（CO2）

1 碧南火力発電所（JERA） 2,545万ｔ-CO2

2 原町火力発電所（東北電力） 1,244万ｔ-CO2

3 橘湾火力発電所（電源開発） 1,183万ｔ-CO2

4 松浦火力発電所（電源開発） 1,126万ｔ-CO2

5 新地発電所（相馬共同火力） 1,085万ｔ-CO2

6 舞鶴発電所（関西電力） 1,082万ｔ-CO2

7 苫東厚真発電所（北海道電力） 952万ｔ-CO2

出典）温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度による 2017年度データ分析（気候ネットワーク）
https://www.kikonet.org/press-release/2021-05-14/analysis-on-ghg-emissions-2017

家庭部⾨のCO2排出実態統計調査（環境省）
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/kateico2tokei/index.html

• ⼀般家庭の年間CO₂排出量は約
3.2トン

→個々の家庭の削減努⼒も重要で
あるが、このような⼤規模⽯炭⽕
⼒発電所の排出量を減らすことは
⽇本全体のCO₂排出に⽐較になら
ないほど⼤きな影響を与える。



⻑崎県の⽯炭⽕⼒発電所

電源開発松浦⽕⼒発電所
九州電⼒松浦発電所

電源開発松島⽕⼒発電所

発電所名（事業者名）
直接排出量
（CO2）

松浦火力発電所（電源開発） 1,126万ｔ-CO2

松浦火力発電所（九州電力） 361万ｔ-CO2

松島火力発電所（電源開発） 608万ｔ-CO2



松島⽕⼒ ⻑崎県 ⻄海市に⽴地



松島⽕⼒発電所 運営会社︓電源開発
最⼤出⼒︓50万kW×２基 合計100万kW
運転開始︓1981年

燃料種︓⽯炭
発電⽅式︓超臨界圧（SC）

年間排出量︓608万t-CO2※
※温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度

2017 年度データより



GENESIS松島計画概要

⽯炭⽕⼒のアップサイクル

• 松島⽕⼒2号機にガス化設備
を追加（10万kW級）と低
効率な既存設備（40万
kW）と併せて50万kWの出
⼒を維持する。

• 燃料の⽯炭にバイオマスや
アンモニアを混焼すること
での排出削減やガス精製設
備でCO₂を分離して地下／
海底に貯留するCCS（⼆酸
化炭素の分離・貯留）につ
なげることも計画している。



GENESISとは︖
• Gasification ENErgy & Sustainable Integrated Systemの略。
• GENESISには発⽣や起源といった意味もあり、Jパワーが培っ
てきたガス化技術を⽤いてカーボンニュートラルと⽔素社会実
現に繋がる新たな価値を⽣んでいく意味を込めている
（J-POWER GENESISとして商標登録出願中）

• 電源開発HPより
https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/04/news2
10416_2.html



GENESIS松島計画
環境影響評価開始（2021/9/28）



発電所の環境影響評価（環境アセス）

気候ネットワーク作成



電源開発 NHK⻑崎の取材における説明
（2021/10/8配信）
• 従前の⽐較的効率の悪い発電所に最新鋭の設備を⼀部トッピングし
て⾼効率化を図る。
• さらにはこの⾼効率化の先に、カーボンニュートラルというところ

に向けて、例えばバイオマス燃料だったり⼆酸化炭素を分離・回
収・貯留する技術だったり、最終的にカーボンゼロを⽬指していく。
• やはり“それってしょせん⽯炭だよね”という⾒⽅もできる。⼆酸化

炭素の排出量として減らしていくところを視野にいれている。従来
の⽯炭⽕⼒の延⻑という形ではないものを⽬指していく。
• 松島での導⼊を先進事例として、他の⽕⼒発電所でも同様の取り組
みを広げたいという考えを⽰した。



石炭火力発電の設備容量 “増加“
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出典：Japan Beyond Coal https://beyond-coal.jp/

パリ協定採択



電気事業における⽯炭利⽤の拡⼤
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温暖化対策と称し
原発を推進し
⽯炭⽕⼒も推進

エネルギー⽩書2018より



気候危機の回避に向けて



⽔素・アンモニアは脱炭素の切り札か︖

出典：2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討

ブラウン⽔素
（化⽯由来）

ブルー⽔素
（化⽯＋CCS）

グリーン⽔素
（再エネ）



CCSが救世主となるのか︖
• J-Powerは2022年5⽉にENEOSとCCSについての共同取り組
みを開始すると発表。
• 「⼤規模CCSの2030年開始に挑戦」としている。

出典︓https://www.jpower.co.jp/news_release/2022/05/news220510.html



CCSの実現可能性は︖
• 実現可能性は︖

• ⽇本国内では苫⼩牧での⼤規模実証実験のみ（2016年から約3年半で30万tを圧⼊）
• 政府は、2050年時点の想定ＣＣＳ年間貯留量として、年間約1.2億トン〜2.4億トン、2050年までの

20年間で、毎年12本〜24本ずつの圧⼊井を増やしていく必要が⽣じるとしている。
• 海外の操業中の事例も少なく、経済情勢の悪化で閉鎖されるなど、決して実現が確実視できるような

ものではない。

出典︓https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/kigyoritchi/ccs/ccsnogaiyo.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/005_03_00.pdf



⾮効率⽯炭⽕⼒
2030年までに
フェードアウト

⽯炭中毒を卒業…︖



⽯炭⽕⼒ 稼働中・新設計画の動向

https://beyond-coal.jp/map-and-data/



⽯炭⽕⼒ フェードアウトが始まる…︖

⾼砂⽕⼒、⽵原⽕⼒3号
松島⽕⼒1-2号
⾮効率⽯炭⽕⼒

該当との認識を⽰す



廃⽌と思いきや…



松島⽕⼒ 更新要望の動き
⻑崎県、⻄海市、国会議員（2020/11/19）

電気新聞2020年11⽉24⽇
⻑崎新聞2020年11⽉2０⽇



松浦市（⻑崎県）⽯炭⽕⼒存続 ⽀援要望

NHK2021年5⽉27⽇

地域経済への影響を懸念



地域経済への影響

2020/9/18
⽯炭⽕⼒検討ワーキンググループ

第3回 電源開発提出資料

公正な移⾏
（Just Transition）
雇⽤、地域への⽀援など



再エネへの取り組みは始まっている

出典︓https://www.city.saikai.nagasaki.jp/shisei/shinoseisaku/3/10/8541.html
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2022/07/1656651692.pdf

再エネ海域利⽤法に基づく「⻑崎県⻄海市江島沖
における協議会」が⽴ち上げられ、検討が進めら
れている。

⻑崎県「今後とも、地域の関係者の御理解をいた
だきながら、当該海域での洋上⾵⼒発電事業と地
域の資産の両⽴による新たな価値の創造、並びに
⻄海市が全国に先駆けたカーボンニュートラルの
まちとなるよう、市と連携してまいりたいと考え
ております。」

⻄海市「今後、江島沖洋上⾵⼒発電の導⼊が実現
すれば、地元企業のビジネスチャンスとして、新
産業の創出や地域産業の活性化などにより、雇⽤
促進や移住・定住による将来にわたるコミュニ
ティの継続が期待できるものと考えておりま
す。」

「⻑崎県⻄海市江島沖における協議会」の検討⾵景



まとめ
• ⽇本の脱炭素化においては⽯炭⽕⼒発電所からのCO₂排出を減
らすことが不可⽋
• ⽔素、アンモニア、CCSは⽯炭⽕⼒発電を利⽤し続けるための
切り札、救世主では現状なく、将来的な実現も容易ではない。
• ⽯炭⽕⼒発電所の閉鎖に際して⽣じる⽴地地域への経済的な影
響を軽減するためにも、洋上⾵⼒発電のような脱炭素化社会の
構築につながる産業育成の議論を後押しすることが必要。



• 2050年温室効果ガス排出を実質ゼロ
⽇本も、その実現に向け、公正な移⾏を
議論すべきとき。
•世界各地で取り組まれている
「公正な移⾏」の事例を紹介。

https://www.kikonet.org/info/publication/just-transition-report



• GENESIS松島計画とその問題点につい
てより詳しく説明

https://www.kikonet.org/info/publication/GENESISMatsushima-brochure



•「気候変動を⽌めるために⾃分も何かし
たい︕」と思っている⽅々に向け、効果
的なアクション（⾏動）や、アクション
の際に⼤切にしてほしい姿勢を具体的に
紹介

https://www.kikonet.org/info/publication/kiko-action-guide



日本における火力発電所 CO2排出ランキング

# 発電所名（事業者名）
直接排出量
（CO2）

1 碧南火力発電所（JERA） 2,545万ｔ-CO2

2 原町火力発電所（東北電力） 1,244万ｔ-CO2

3 富津火力発電所（JERA） 1,196万ｔ-CO2

4 橘湾火力発電所（電源開発） 1,183万ｔ-CO2

5 松浦火力発電所（電源開発） 1,126万ｔ-CO2

6 千葉火力発電所（JERA） 1,123万ｔ-CO2

7 新地発電所（相馬共同火力） 1,085万ｔ-CO2

8 舞鶴発電所（関西電力） 1,082万ｔ-CO2

9 川越火力発電所（JERA） 980万ｔ-CO2

10 苫東厚真発電所（北海道電力） 952万ｔ-CO2

石炭 ガス

# 特定排出事業所名（事業者名） 直接排出量

1 西日本製鉄所福山地区（JFEスチール） 2,158万ｔ-CO2

2 西日本製鉄所倉敷地区（JFEスチール） 1,829万ｔ-CO2

3 君津製鐵所（新日鐵住金） 1,581万ｔ-CO2

4 大分製鐵所（新日鐵住金） 1,507万ｔ-CO2

5 名古屋製鐵所（新日鐵住金） 1,421万ｔ-CO2

6 加古川製鉄所（神戸製鋼所） 1,379万ｔ-CO2

7 鹿島製鐵所（新日鐵住金） 1,251万ｔ-CO2

8 八幡製鐵所（新日鐵住金） 834万ｔ-CO2

9 東日本製鉄所京浜地区（JFEスチール） 806万ｔ-CO2

10 和歌山製鐵所（新日鐵住金） 798万ｔ-CO2

参考）鉄鋼・製鉄所の排出ランキング

出典）温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度による 2017年度データ分析（気候ネットワーク）より作成
https://www.kikonet.org/press-release/2021-05-14/analysis-on-ghg-emissions-2017



日本の温室効果ガス排出量の推移

出典：2020年度温室効果ガス排出量（確報値）


